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今年度も野々村祝夫大会長のご高配により、のべ約 3時間の長丁場にわたってダ

イバーシティ推進委員会企画を実行させいただきました。ご講演いただいた先生方、

ご参加くださった皆様、そして準備にご協力いただいた大阪大学泌尿器科、総会事

務局および日本泌尿器科学会事務局の皆様、どうもありがとうございました。今年も

大盛況に終わりましたダイバーシティ企画につきまして、簡単ではございますがご報告

いたします。 
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第1部 ギクッ！！いきなり座長?!シンポジスト?!そんなときどうする?? 

座長）舛森直哉先生、山本恭代先生 

演者）佐々木ひと美先生、神吉佐智子先生、久米春喜先生 

 

野々村祝夫理事長からの熱いエールにより開会しました本企画、佐々木ひと美先生からは

本委員会がこれまで行ってきた「女性座長候補者リスト」の取り組みについて、総会・支部総会

で数値目標を達成したこと、国際社会と対峙するにも女性泌尿器科医の活躍は喫緊の課題

であることをご報告いただきました。「初めての学会座長の手引き」を作成された日本循環器学

会からは神吉佐智子先生より手引きの概略を、後輩たちへの熱いメッセージとともにお話いただ

きました。ラストバッターは本委員会の久米春喜先生より、ご自身の座長・シンポジストの経験

（挫折?）とご家庭での懺悔を、非常に温かい口調でお話いただきました。きっと多くの泌尿器

科医師の勇気とチャレンジにつながるものと期待しております。 

 

 

 

第2部 ドキッ！！男だらけのダイバーシティ 

座長）吉川武志先生、木村友和先生 

演者）赤松秀輔先生、向山秀樹先生、山東典晃先生 
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 これまでダイバーシティと言えば女性を対象とした企画と考えられがちではありましたが、男性に

も多様性があることを示す第 2部です。トップバッターは最近教授になられたばかりの赤松秀輔

先生より、組織運営におけるダイバーシティの重要性をわかりやすい言葉でご講演いただきまし

た。向山秀樹先生からは子育てと仕事の両立において、自分のやりたい仕事を断念するのでは

なく、どうしたら継続できるのかを考え、周囲のサポートをうける重要性などお話いただきました。

山東典晃先生からは、泌尿器科医として働く中で感じたマッチョイズム（男らしさを重んじる風

潮）やこれまでの経験などざっくばらんにお話いただきました。「新時代」を感じていただける企画

であったと思います。 

 

 

第3部 ダイバーシティ・カフェ 

総合司会）高橋さゆり先生、松本富美先生 

 3 回目を迎えましたダイバーシティ・カフェ、今回は 7-8 名ずつ 7 つのグループにわかれ、さらに

は各テーブルに企業の皆さん（計 5社）の方にも座っていただいて、私たちが今後考えていく

べきダイバーシティの方向性についてディスカッションいたしました。企業の皆さんも第 1部、第 2

部にご参加いただいたので、泌尿器科学会がどのようにダイバーシティに積極的に取り組んでき

たか、理解していただく機会になったと思います。一方で経済界ではかなり一般的になってきた

男性の育児休業取得をどう医療界でも取り組んでいくか、あるいはこうした活動にどうやって多く
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の人々を巻き込んでいくかなど、忌憚ない意見交換を行いました。のべ 40 名の皆さんにご参加

いただきまして、非常に有意義な時間になったものと思います。 

 

 

 

4 年に渡り本委員会の委員長をお勤めくださった宮澤克人先生からのご挨拶をもって本企画

は終了となりました。今年も多くの皆さんに足を運んでいただきまして、どうもありがとうございまし

た。引き続き一人でも多くの泌尿器科医が、それぞれの立場でしっかり活躍できるよう、私たち

は活動を続けて参りたいと思います。 

文責）日本泌尿器科学会 ダイバーシティ推進委員会 西田幸代 

 


